
令和３年度  清原北小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

「人間尊重の教育」を基盤に，自ら考え，正しく判断し，豊かな心をもって，たくましく生きる児童を育成する。 

【考え深く】         【こころ豊かで】           【たくましく】 

活用期  ・ 自ら考え，工夫する子   ・ こころ豊かで思いやりのある子    ・ 気力と体力のあるたくましい子 

基礎期  ・ 自分で考え，学習する子  ・ 親切で思いやりのある子       ・ 元気でがんばる子 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

【小規模特認校として，保護者や地域から信頼され連携・協力しながら，夢と理想をもって共に成長していく学校】 

児童一人一人の良さを伸ばし，その成長を支え促す学びの場となるよう，児童・教職員・保護者・地域が互いに信頼し合い，

関わり合いながら教育活動を一層充実させ，特色ある学校づくりを推進する。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

≪基本方針≫ 児童・教職員・保護者・地域が連携を深め，地域の教育力を高めながら教育活動の充実を目指し，特色ある教

育活動のキーワードとして「合言葉・３つの学び」を提示し，「学校づくりの３視点」を設定し，学校運営に参画するための

「教職員の資質」を念頭に置いて学校経営に努める。 

【視点①】 めあてと達成感     児童一人一人がめあてをもって，生き生きと学習や活動に取り組み，達成感を味わうこ

とのできる学校をつくる。 

【視点②】 自己肯定感と思いやり  児童が自分の良さに気づき，他者の良さも認め，思いやりの心をもって互いに伸びて 

いこうとする気風が満ちている学校をつくる。 

【視点③】 気力と体力       児童自らが，体力・健康・食生活の向上・安全を関連付けた望ましい生活習慣を身に付

け，気力と体力が充実している学校をつくる。 

 

４ 教育課程編成の方針 

・ 国・県・市の示すところに従い，公教育の立場を堅持し調和と統一ある教育課程を編成する。 

・ 児童の生きる力を育むこと，成長するための基盤を培うことを目指す。 

・ 小規模特認校として，児童の実態や学校の特色，地域の教育力を生かして家庭や地域との連携を図る。 

・ 教育課程を介して目標を学校と保護者，地域が共有し，教育内容をどのように学び，どのような資質・能力を身に付けら

れるようにするのかを明確にしながら，保護者や地域との連携・協働によりその実現を図る。 

 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

〇 小規模特認校として，学校・家庭・地域が互いに連携を深め，小中一貫教育の基本方針に沿いながら学校力の向上を図

る。 

・ 教職員として研鑽を積み，専門職としての資質・能力を高め，協働しながら教科・学級・学校経営の適正化を図る。 

・ 業務の効率化や適正化を図るとともに，勤務時間を意識した働き方を推進する。 

【 学 習 指 導 】 

・ めあてが「はっきり」分かり，「じっくり」考え，「すっきり」振り返る授業を展開し，個に応じたきめ細やかな指導に

より，「基礎学力」の定着を図る。 

  ○ 主体的に学ぶ力と，人との豊かなかかわりを通して学ぶ力を養う。 

【 児 童 生 徒 指 導】 

  ・ 自分のよさや可能性を認識し，進んで課題解決や目標達成に取組むための資質・能力として「自己肯定感」を育む。 

  〇 認め合い，励まし合い，協力し合える豊かな人間関係を築き，「ともによりよく生きようとする心」を育成する。 

【健康（体力・保健・食・安全）】 

  〇 体力向上・健康増進・食生活の充実・安全に関する望ましい生活習慣を身に付けさせ，心身ともに「健康で安全な生活

を創る力」を育成する。 

 

 

別紙２ 

[清原地域学校園教育ビジョン] 

  自己を見つめ，自己のよさを生かした夢の実現に向けて，主体的に取り組む児童生徒の育成  

～人との豊かなかかわりを通して～ 



６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 
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Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，授業中，話をし

っかりと聞いたり発表し

たりするなど，進んで学習

に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

 

① ねらいや目標を明確にし，見通しを

もたせた授業を行うと共に，ふり返り

の仕方や書き方を指導し，個人内の変

容や価値の一般化を図れるようにす

る。 

② 単元によって習熟度別学習を適切

に取り入れ，学習内容の定着を図る。 

③ タブレットを活用した授業など

ICT に関する研修や学校課題に関わ

る研修を計画的に実施し，授業に活か

す。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 91.4% 

 

【次年度の方針】 

① 引き続き,ねらいや目標を明確にし，見

通しをもたせた授業を行うと共に，ふり

返りの仕方や書き方を指導し，個人内の

変容や価値の一般化を図れるようにす

る。 

② 単元によって習熟度別学習を適切に取

り入れ，学習内容の基礎基本の定着を図

る。 

③ ICT 支援員と連携しタブレットを活用

した授業を行ったり学校課題に関わる研

修を計画的に実施したりして，授業に活

かす。 

 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても，

思いやりの心をもって優

しく接している。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

① 掲示物「ハッピーな～べ～号」を月

１回以上活用して良い所を紹介した

り，道徳科の授業を中心に多様な考え

や価値観を認め合う機会を多く作っ

たりする。 

 

②「ふわふわ言葉」を推奨し，優しい言

葉遣いで相手に接することができる

ように，掲示物や放送を活用して呼び

かけて定着を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 84.5% 

保護者の肯定的回答 93.2% 

 

【次年度の方針】 

① 掲示物「ハッピーな～べ～号」を月２回

以上活用して良い所を認め，紹介したり，

道徳科の授業を中心に多様な考えや価値

観を認め合う機会を多く作ったりする。 

② 「ふわふわ言葉」を推奨し，優しい言葉

遣いで相手に接することができるよう

に，児童集会での啓発や各教室の掲示物，

毎朝の校内放送を活用して呼びかけて定

着を図る。 

 

Ａ３ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，きまりやマナー

を守って生活している。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

① 基本的な生活習慣定着のため，年度

初めに教職員の共通理解の徹底を図

る。また，学校や学級での様子をＨＰ

や学年だよりで積極的に発信し，保護

者の理解・協力・連携を引き続き強化

する。 

 

② 年度初めに学級できまりやマナー

の確認し，問題行動が発生した時には

共通理解しすぐに対応する。また，児

童会主体で啓発活動を行い，全児童が

同じ価値観で実践できるようにする。

さらに，児童が自らマナーやきまりを

再確認できるように掲示物を工夫し

たり，給食の時間を活用して全体指導

をしたりする。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 88.8% 

保護者の肯定的回答 96% 

 

【次年度の方針】 

① 基本的な生活習慣定着のため，年度初

めに教職員の共通理解の徹底を図る。（清

北小スタンダードの活用）また，学校や学

級での様子をＨＰや学年だよりで積極的

に発信し，保護者の理解・協力・連携を引

き続き強化する。 

② 年度初めに学級できまりやマナーを確

認し，問題行動が発生した時には共通理

解し即対応する。また，児童会主体で啓発

活動（いじめゼロ集会，きまりの確認，正

しい廊下の歩き方）を行い，全児童が同じ

価値観で実践できるようにする。さらに，

児童が自らマナーやきまりを再確認でき

るよう，掲示物を工夫したり，月初めの給

食の時間を活用して全体指導をしたりす

る。 

 



Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，時と場に応じた

あいさつをしている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童  ８０%以上 

⇒保護者  ８０%以上 

 

① あいさつ運動を行う等，自治的な活

動を推進する。 

② 教職員から積極的に挨拶をし，大人

が挨拶の模範となるようにする。 

③ 児童会において挨拶を励行し，気持

ちのよい挨拶をしている児童や学級

を紹介し，挨拶をしようとする意欲を

高める。 

④ 廊下で先生とすれ違った際は，互い

に挨拶や会釈ができるように，指導・

声掛けをする。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答  94% 

保護者の肯定的回答 92.2% 

 

【次年度の方針】 

① 異学年で形態を工夫したあいさつ運動

を行う等，自治的な活動を推進する。 

② 教職員から積極的に挨拶をし，挨拶の

模範を示すようにする。 

③ 児童会において挨拶を励行し，気持ち

のよい挨拶をしている児童や学級を放送

で紹介し，挨拶をしようとする意欲を高

める。 

④ 廊下で先生とすれ違った際は，互いに

挨拶や会釈ができるように，指導・声掛け

をする。 

Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

① 各種検定（鉄棒・水泳・縄跳び）に

おいて，今年度の目標値を設定させる

とともに，中間にも目標値の確認を行

い，より目標値に近づけるよう意識さ

せる。 

② 各教科及び各活動において，振り返

りカード等を活用して，振り返りを確

実に行い，自己の変容を確認させる。

教職員は，結果でなく努力の過程を見

取り，褒める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 90.5% 

教職員の肯定的回答 90.3% 

 

【次年度の方針】 

① 各種検定（鉄棒・水泳・縄跳び）におい

て，今年度の目標値を設定させるととも

に，中間にも目標値の確認を行い，より目

標値に近づけるよう意識させる。 

② 各教科及び各活動において，振り返り

カード等を活用して，振り返りを確実に

行い，自己の変容を確認させる。教職員

は，結果でなく努力の過程を見取り，称賛

し意欲を高める。 

 

Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，健康や安全に気

を付けて生活している。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

①  「学年スクスク」，「全校スクスク」

などで健康指導を継続するととも

に，家庭でも児童のよさや頑張りが

話題になるように家庭への周知を行

う。 

②  「スクスクウィーク」や長期休業中

の「スクスクチェック」により，家庭

での生活習慣への意識を高めるとと

もに，できている児童への称賛を確

実に行う。 

③ 交通安全教室や避難訓練などの振

り返りを活用し，指導や称賛を行い児

童自身の適切な判断力の向上を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答 92.2% 

保護者の肯定的回答 93.2% 

 

【次年度の方針】 

① 「学年スクスク」，「全校スクスク」など

の時間を活用した健康指導を継続すると

ともに，家庭でも児童のよさや頑張りが

話題になるように家庭への周知を行う。 

② 「スクスクウィーク」や長期休業中の

「スクスクチェック」により，家庭での生

活習慣への意識を高めるとともに，でき

ている児童を称賛し，取組を持続させる。 

③ 交通安全教室や避難訓練での振り返り

を活用し，指導や称賛を行うことにより，

児童自身の適切な判断力の向上を図る。 

 



Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

① 昼会や学級でのスピーチにおいて，

頑張っていることなどについて話し

たり，聞いたりすることにより，目標

に向かって努力することの大切さに

気付かせるとともに，頑張りを認める

機会を作る。 

② 係活動・委員会活動・清掃活動の活

動内容を児童自らが提案し，創意工夫

を凝らして実行できるような場を設

ける。 

③ 授業において，目標をもって問題解

決に取り組めるような課題を設定し

て取り組ませる。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 90.5% 

保護者の肯定的回答 90.3% 

 

【次年度の方針】 

① 昼会や学級でのスピーチにおいて，頑

張っていることなどについて話したり，

聞いたりすることにより，目標に向かっ

て努力することの大切さに気付かせると

ともに，頑張りを認める機会を作る。 

② 係や委員会，清掃時の活動内容を児童

自らが提案し，創意工夫して実行できる

ような場を設ける。 

③ 様々な学習活動において，目標をもっ 

て問題解決に取り組めるような課題を設

定し，児童の活動への意欲を高める。 

Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，英語を使ってコ

ミュニケーションしてい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

 

①  朝の放送を中心に，学習の場以外で

も，児童が英語を聞いたり話したりす

る機会を設ける。 

② AET や担任が授業だけでなく，朝の

会・給食の献立・簡単な指示など，日

常生活の中でも意識して英語で話し

たり，積極的にやり取りを見せたりし

て英語表現に慣れ親しませる。 

③特別教室の廊下や階段の蹴込板に英

語の掲示物を貼り，定期的に貼り替

え，英語での表現に触れさせたり親し

ませたりする。 

 

A 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 83.6% 

教職員肯定的回答 100% 

 

【次年度の方針】 

① 朝の放送や健康観察のやり取りを中心

に，学習の場以外でも，児童が英語を聞い

たり話したりする機会を積極的に設け

る。 

② AETや担任が授業だけでなく，朝の会・

給食の献立・簡単な指示など，日常生活の

中でも意識して英語で話したり，積極的

にやり取りを見せたりして英語表現に慣

れ親しませる。また，英語を使っている場

面を見つけて教師が積極的にほめるよう

にする。 

③ 廊下や階段の蹴込板に英語の掲示物を

貼り，定期的に貼り替えることにより，英

語での表現に触れる機会を多くする。 

 

Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，宇都宮の良さを知

っている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

  

①  生活科・社会科・総合的な学習の時

間(宇都宮学)などで，宇都宮の歴史や

伝統文化等を理解させ，地域素材を活

かした教育活動の展開・充実を図りワ

ークシート等にまとめることにより，

良さを実感させる。 

② 児童が学んだ宇都宮の良さの情報

を学年だよりやＨＰ，学校公開日を活

用して発信し，保護者との連携も図

る。 

③ 道徳科では，校外活動や地域の方と

関わった学習との関連を図り，郷土を

愛する心情を育む。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 93.1% 

 

【次年度の方針】 

① 生活科・社会科・総合的な学習の時間

(宇都宮学)などで，宇都宮の歴史や伝統

文化等を理解させ，地域素材を活かした

教育活動の展開・充実を図りワークシー

ト等にまとめることにより，良さを実感

させる。 

② 児童が学んだ宇都宮の良さの情報を学

年だよりやＨＰ，学校公開日を活用して

発信し，保護者との連携も図る。 

③ 道徳科では，校外活動や地域の方と関

わった学習との関連を図り，郷土を愛す

る心情を育む。 

  



Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

①  プログラミング教材等，児童が利用

しやすいように環境整備を図り，実践

につなげていく。 

②  児童がタブレットやデジタル機器

を手軽に活用できるように，基本的な

操作方法（動画を含む）を指導すると

ともに，活用する場を多く設ける。 

③ 図書館司書と連携を図り，各教科に

おいて積極的に図書館を利用したり，

低学年の図書館利用日を位置づけた

りして，読書に親しむ機会をつくると

ともに，読書の幅を広げる。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 89.7% 

保護者の肯定的回答 90.9% 

 

【次年度の方針】 

① 各教科において，学習シートや単元の

まとめなどでＩＣＴ機器を，高学年は１

日に２回以上，中・低学年は１日に１回以

上，積極的に活用する場を設ける。 

② タブレットやデジタル機器の活用場面

を多くもち，児童が手軽に活用できるよ

うに基本的な操作方法（動画を含む）を指

導し，活用する場を増やしていく。 

③ 図書館司書と連携を図り，低学年は週

１回図書館を利用する時間を位置づけ読

書に親しむ機会をつくったり，各教科に

おいて積極的に図書資料を活用し調べ学

習を進めるよさに気づかせたりする。 

 

Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。          

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても思

いやりの心をもってい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

 

①  生活科や総合的な学習の時間，会話

科，道徳科などで，高齢者の方の気持

ちなどを考える場を設け，自分たちに

何ができるか考え，行動できるよう指

導・支援する。 

②  地域教材（天祭，梨，生き物調査，

川の一里塚）を扱う際に，高齢者の努

力により地域が現在のように住みや

すくなっていることを指導する。 

③ 地域の方の協力に対し，お礼の手紙

を書く等の活動を通して，感謝の気持

ちを育んでいく。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 84.5% 

教職員の肯定的回答 94.7% 

 

【次年度の方針】 

① 生活科や総合的な学習の時間，会話科，

道徳科などで，高齢者の気持ちなどを考

える場を設け，自分たちに何ができるか

考え，行動できるよう指導・支援する。 

② 地域教材（天祭，梨，田植え，生き物調

査，川の一里塚）を扱う際，高齢者の方々

努力により地域が現在のように住みやす

くなっていることを指導する。 

③ お世話になっている地域の方の協力に

対し，お礼の手紙を書く等の活動を通し

て，感謝やいたわりの心を育んでいく。 

 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，環境問題や防災

等の「持続可能な社会」に

ついて，関心をもってい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

①  社会科や理科，家庭科,総合的な学

習の時間，外国語活動・外国語科の時

間を活用し，環境や国際理解，食に関

する指導を行ったり，教科横断的な指

導を実施したり，工夫・改善を図る。 

② 児童会活動を中心に環境問題や防

災等について話題にして，持続可能な

社会への関心を高め，自分たちの生活

と地球規模の課題がつながっている

ことを意識させ，自分に出来ることに

取り組ませる。 

③「持続可能な社会」に関する図書資料

のコーナーや掲示物をつくり，児童の

意識の高揚を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 84.5% 

教職員の肯定的回答 84.2% 

 

【次年度の方針】 

① 社会科や理科，家庭科,総合的な学習の

時間，外国語活動・外国語科の時間を活用

し，環境や国際理解，食に関する指導を行

ったり，教科横断的な指導を実施したり，

工夫・改善を図る。 

② 児童会活動を中心に環境問題や防災等

について話題にして，持続可能な社会へ

の関心を高め，自分たちの生活と地球規

模の課題がつながっていることを意識さ

せ，チェック週間を設けるなどして，自分

に出来ることに取り組ませる。 

③ キャリアパスポートのワークシートを

活用して，夢や目標に向けて努力してい

る自分の姿を捉えさせ，意欲を高める。 

④「持続可能な社会」に関する図書資料のコ

ーナーや掲示物をつくり，児童の意識の

高揚を図る。 

 



Ｂ2 児童は，積極的に自分

の考えを表現したり，

相手の話を聞いたりし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，積極的に自分の

考えを表現したり，相手の

話を聞いたりしている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

① 児童の主体的・対話的な活動を重視

した授業展開を工夫したり，自分の考

えを表現する場を計画的に位置づけ，

相手を意識した表現方法の指導を行

ったりする。 

② 表現力やコミュニケーション力の

育成を図るため，各教科や会話科にお

いて聞くことや聞き方を重視した授

業の展開を工夫する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 87.1% 

教職員の肯定的回答 89.5% 

 

【次年度の方針】 

① 児童の主体的・対話的な活動を重視し

た授業展開を工夫したり，自分の考えを

表現する場を計画的に位置づけ，相手を

意識した表現方法の指導を行ったりす

る。 

② 表現力やコミュニケーション力の育成

を図るため，各教科や学校行事，外部講師

を招き，話すことや聞き方を重視した授

業の展開を工夫する。 

目 

 

指 

 

す 

 

学 

 

校 

 

の 

 

姿 

Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

 

① 少人数指導の推進，かがやきルーム

の活用，個に応じた支援の工夫などを

見直し，適切な支援ができるよう配慮

する。 

② スクールカウンセラーや市教育セ

ンターなどの関係機関と保護者との

連携を図り，児童の実態に応じた適切

な指導・支援を行う。 

③ 特別な支援を必要とする児童への

かかわり方や指導法について研修の

機会をもち，情報を適宜教職員で共

有・工夫し，より効果的な指導・支援

ができるようにする。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答 100% 

 

【次年度の方針】 

① 少人数指導の推進，かがやきルームの

活用，個に応じた支援の工夫などを見直

し，適切な支援ができるよう配慮する。 

② スクールカウンセラーや市教育センタ

ーなどの関係機関と保護者との連携を図

り，児童の実態に応じた適切な指導・支援

を行う。 

③ 特別な支援を必要とする児童へのかか

わり方や指導法について研修の機会をも

ち，情報を適宜教職員で共有・工夫し，よ

り効果的な指導・支援ができるようにす

る。 

Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許さ

れないことを熱心に指導

してくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

①  「いじめは絶対にダメ」ということ

を継続指導し，いじわる，嫌がらせな

どもしないように厳しく指導する。 

②  「いじめゼロなかよし集会」におい

て，校長講話や児童会による啓発活動

を行い，よりよい人間関係作りに努め

る。 

③  日々の様子やいじめアンケート，教

育相談などをもとに，いじめの早期発

見・早期解決に努め，毅然とした態度

で指導を行う。 

④  月１回，児童に学校生活に関するア

ンケートを行い，いじめの早期発見に

努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 97.4% 

保護者の肯定的回答 83.1% 

 

【次年度の方針】 

① 「いじめは絶対にダメ」ということを継

続指導し，いじわる，嫌がらせなど相手が

不快になることはしないことを徹底して

指導する。 

② 「いじめゼロなかよし集会」において，

校長講話や児童会による啓発活動を行

い，よりよい人間関係作りに努める。 

③ 日々の様子やいじめアンケート，教育

相談などをもとに，いじめの早期発見・早

期解決に努め，毅然とした態度で指導を

行う。 

④ 月１回，児童に学校生活に関するアン

ケートを行い，いじめの早期発見に努め

る。 

⑤ 教職員は，普段から他教室にも目を配

り，問題があると捉えた場合は即対応し，

指導する。 

 



Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許さ

れないことを熱心に指導

してくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

①  道徳科の授業や朝の会・帰りの会等

で，「ハッピーな～べ～号（一人一人の

よさを記入していく掲示物）」を月１

回以上活用し，友達の良い所を積極的

に認めることで，一人一人の自己肯定

感を高める。 

②  学級活動などの特別活動において，

個性や特技を生かす場を意図的に設

け，その頑張りを称賛し，児童一人一

人のよさに目を向ける指導をする。 

③  お互いに個性を理解し，よりよい人

間関係作りができるよう学習形態を

工夫する。 

④  児童が欠席した場合には，保護者と

連絡を密に取り，相互に様子を伝え合

うなど，担任が児童と話す機会をも

つ。 

 

Ｂ 

【【達成状況】 

児童の肯定的回答 93.1% 

保護者の肯定的回答 96.1% 

 

【次年度の方針】 

① 道徳科の授業や朝の会・帰りの会等で，

「ハッピーな～べ～号（一人一人のよさ

を記入していく掲示物）」を月２回以上活

用し，友達の良い所を積極的に認めるこ

とで，一人一人の自己肯定感を高める。 

② 学級活動などの特別活動において，個

性や特技を生かす場を意図的に設け，そ

の頑張りを称賛し，児童一人一人のよさ

に目を向ける指導をする。 

③ 互いの個性を理解し，よりよい人間関

係作りができるよう学習や活動形態を工

夫する。 

④ 児童が欠席した場合には，保護者と連

絡を密に取り，相互に様子を伝え合うな

ど，担任が児童との話す機会をもつ。 

⑤ 児童からの悩み相談やトラブルはその

日のうちに解決するように努める。 

 

Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

①  日本語指導ボランティアや特別支

援教室との連携を図りながら，学習や

生活に必要な日本語表現を身に付け

させる。 

② 各教科や外国語科・外国語活動にお

いて，異なる文化慣習について話題に

するなど学級指導を十分に行い，互い

の文化を大切にしようとする心情を

育てる。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答 100% 

 

【次年度の方針】 

① 日本語指導ボランティアや特別支援教

室との連携を図りながら，学習や生活に

必要な日本語表現を身に付けさせる。 

② 各教科や外国語科・外国語活動におい

て，異なる文化慣習について話題にする

など学級指導を十分に行い，互いの文化

を大切にしようとする心情を育てる。 

 

Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，活気があり，明

るく生き生きとした雰囲

気である。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

①  学習活動におけるねらいや目標を

明確にし，見通しをもって解決できる

よう支援の充実を図る。 

②  自己の成長が感じられる振り返り

を行い，必要に応じてそれを生かし，

繰り返し取り組める場を設定するこ

とで，児童の意欲の向上に努める。 

③ 小規模校の特性を生かし，一人一人

を大切にした教育活動（昼会スピーチ

や縦割り班活動など）を展開する。 

④ ことばの時間などの学びを生かし

て，状況や場面に応じて話す相手を意

識する指導を継続していく。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 93.1% 

保護者の肯定的回答 100% 

 

【次年度の方針】 

① 小規模校の特性を生かし，一人一人を

大切にした教育活動（昼会スピーチなど）

の展開や，状況や場面に応じて話す相手

を意識させた指導を継続していく。 

② 学習活動におけるねらいや目標を明確

にし，見通しをもって解決できるよう支

援の充実を図る。 

③ 自己の成長を感じられるようにふり返

りを行い，必要に応じてそれを生かし繰

り返し取り組める場を設定することで，

児童の意欲の向上に努める。 

④ 「ことばの時間」などの学びを生かし

て，状況や場面に応じて話す相手を意識

する指導を継続していく。 

 



Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方の授業は分かり

やすく，一人一人に丁寧に

教えてくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

① 各調査や学級における児童の実態

を担任や特別支援教室担当教員，学力

向上担当教員，保護者が共有し，それ

をもとに学級及び児童各個人の適切

な目標を設定しながら学力向上に努

める。 

② 日常の授業実践を重視し，児童の学

習状況を的確に把握することにより，

朝の学習の時間や習熟度別学習を効

果的に活用し，学習内容の確実な理解

と定着を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 95.7% 

 

【次年度の方針】  

① 各調査や学級における児童の実態を担

任や特別支援教室担当教員，学力向上担

当教員，保護者が共有し，それをもとに学

級及び児童各個人の適切な目標を設定し

ながら学力向上に努める。 

② 日常の授業実践を重視し，児童の学習

状況を的確に把握することにより，朝の

学習の時間や習熟度別学習を効果的に活

用し，学習内容の確実な理解と定着を図

る。 

 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる教職員が

チームとなり，協力して業

務に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

 

①  共通理解すべき事項について，打合

せ・掲示板・回覧などによる周知を徹

底し，全職員が連携，協力して，学習

指導や児童指導に取り組める体制を

強化する。 

②  栄養士，司書，AET，特別支援教室担

当教員，学力向上担当教員，学級支援

事務など多様な専門性を有する学校

スタッフの各種行事等での役割を，実

施計画に明確に位置づける。 

③ 担任以外の教職員を，各学級に配属

し協力して児童指導や事務処理の支

援にあたる。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答 100% 

 

【次年度の方針】 

① 共通理解すべき事項について，打合せ・

掲示板・Google アプリなどによる周知を

徹底し，全職員が連携，協力して，学習指

導や児童指導に取り組める体制を強化す

る。 

② 栄養士，司書，AET，特別支援教室担当

教員，学力向上担当教員，学級支援事務な

ど多様な専門性を有する学校スタッフの

各種行事等での役割を，実施計画に明確

に位置づける。 

③ 担任以外の教職員を，各学級に配属し

協力して児童指導や事務処理の支援にあ

たる。 

 

Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる教職員が

チームとなり，協力して業

務に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８０%以上 

①  月一回リフレッシュデーを設定

し，計画的に業務を行うことにより，

情報交換や事務処理の時間を確保す

る。 

②  出退勤時刻を自分自身で管理した

り，目標退勤時刻を各自が決めて業

務を行ったりすることで，勤務時間

厳守の意識を高める。 

③ 事務スタッフなどの職員が，教員の

事務作業等を集約して実施すること

により，業務の効率化を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答 84.2% 

 

【次年度の方針】 

① 月一回・週一回リフレッシュデーを設

定し，計画的に業務を行うことにより，情

報交換や事務処理の時間を確保する。 

② 出退勤時刻を自分自身で管理したり，

目標退勤時刻を各自が決めて業務を行っ

たりすることで，勤務時間厳守の意識を

高める。 

③ 教員の事務作業等を，事務スタッフな

どの職員が集約して実施することによ

り，業務の効率化を図る。 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，小学校と中学校

が連携した「小中一貫教

育・地域学校園」の取組を

行っている。」 

における肯定的回答 

⇒児童  ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

①  地域学校園の分科会で指導方針等

の共通理解を図り指導していくとと

もに，学習や児童指導の情報交換・連

携を充実させ，小中学校間の連携を強

化する。 

② 小中一貫教育に関する取組の様子

を，ＨＰや各種たより，掲示物などを

活用して発信し，周知していく。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 83.7% 

保護者の肯定的回答 89.1% 

 

【次年度の方針】 

① 地域学校園の分科会で指導方針等の共

通理解を図り指導していくとともに，学

習や児童指導の情報交換・連携を充実さ

せ，小中学校間の連携を強化する。 

② 小中一貫教育に関する取組の様子を，

ＨＰや各種たより，掲示物などを活用し

て発信し，周知していく。 



Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，家庭・地域・企

業と連携・協力して，教育

活動や学校運営の充実を

図っている。」 

における肯定的回答 

⇒保護者  ８５%以上 

⇒地域住民 ８５%以上 

① 特認校として家庭・地域・企業と連

携した特色ある教育活動（「板戸学習

プログラム」等）を教育課程に位置付

け，年間指導計画を見直し，改善を図

りながら実践していく。 

② 町探検や周辺施設との関わりなど，

各活動において，地域の教育力を生か

した取組ができるよう継続して実施

するとともに，取組の様子を掲示・発

信する。 

Ｂ 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答 93.2% 

地域住民の肯定的回答 92.9% 

 

【次年度の方針】 

① 特認校として家庭・地域・企業と連携

した特色ある教育活動（「板戸学習プロ

グラム」等）を教育課程に位置付け，年

間指導計画を見直し，改善を図りながら

実践していく。 

② 町探検や周辺施設との関わりなど，各

活動において，地域の教育力を生かした

取組ができるよう継続して実施するとと

もに，取組の様子を掲示・発信する。 

 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，家庭・地域・企

業と連携・協力して，教育

活動や学校運営の充実を

図っている。」 

における肯定的回答 

⇒保護者  ８５%以上 

⇒地域住民 ８５%以上 

①  学級懇談会や三者懇談等の機会や

学年だより等の各種便り，ＨＰ，「まな

びポケット」等を通して，教育活動の

方針や児童の成長の様子を伝え，家庭

との連携・協力を図る。 

②  学校・家庭が連携協力した環境整備

作業や外部講師・各種団体を招いた教

育活動を計画・実施し，より主体的に

学ぶ姿勢，地域を愛する心情を育む。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答 93.2% 

地域住民の肯定的回答 92.9% 

 

【次年度の方針】 

① 学級懇談会や個人懇談等の機会や学年

だより等の各種便り，ＨＰ，Google「クラ

スルーム」等を通して，教育活動の方針や

内容，児童の成長の様子を伝え，家庭との

連携・協力を図る。 

② 学校・家庭が連携協力した環境整備作

業や外部講師・各種団体を招いた教育活

動を計画・実施し，より主体的に学ぶ姿勢

や地域を愛する心情を育む。 

Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，利用する人の安

全に配慮した環境づくり

に努めている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

①  授業時間帯に門扉・校舎出入口の施

錠を徹底するとともに，防犯対策につ

いて表示することで，児童・来校者へ

の防犯意識を高める。（インターフォ

ンでの対応） 

②  駐車場等での規則について，お願い

の手紙やＨＰ等で周知することで，交

通事故の防止に努める。 

③  暑さ指数の掲示や，こまめな水分補

給など，常時，暑さ対策を周知・徹底

することで熱中症事故等の防止に努

める。 

④ 感染症対策（マスクの着用・三密回

避・手洗いの徹底等）を，学校ＨＰ，

配付文書，ポスター等を活用し呼び掛

ける。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答 100% 

保護者の肯定的回答 98.7% 

 

【次年度の方針】 

① 授業時間帯に門扉・校舎出入口の施錠

を徹底するとともに，防犯対策について

表示することで，児童・来校者への防犯意

識を高める。 

② 駐車場等での規則を文書やＨＰ等で周

知することで，交通事故の防止に努める。 

③ 暑さ指数の掲示や，こまめな水分補給

など，養護教諭と連携し暑さ対策を周知・

徹底することで熱中症事故等の防止に努

める。 

④ 学校ＨＰ，配付文書，ポスター等を活用

し，家庭と連携し，感染症対策（マスクの

着用・三密回避・手洗いの徹底等）に取り

組む。 

 



Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

①  １人１台端末を各教室に保管し，児

童が学習にICTを活用できるよう整備

する。 

② 蔵書の充実を図るため，図書の新規

購入に加え，地域学校園での「相互貸

借制度」や市立図書館の「希望図書貸

し出しサービス」，学級文庫の定期的

な入れ替え等を実施する。 

③ 学年に応じたプログラミング教育

の実践のために，プログラミング教材

を活用しやすいように環境を整えた

り，教員が研修する機会を設けたりす

る。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 89.7% 

教職員の肯定的回答 94.7% 

 

【次年度の方針】 

① 授業や係活動など，児童が学校生活の

中で積極的に ICT を活用できるよう，１

人１台端末の整備を進める。 

② 蔵書の充実を図るため，図書の新規購

入に加え，地域学校園での「相互貸借制

度」や市立図書館の「希望図書貸し出しサ

ービス」，学級文庫の定期的な入れ替え等

を今後も継続して実施する。 

③ 学年に応じたプログラミング教育の実

践のために，ICT支援員と協力し，プログ

ラミング教材を活用しやすいように環境

を整えたり，教員の研修を設けたりする。 

 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ1 学校は，地域の素材

や教育力（歴史や自然，

文化，人材等）を生かし，

教育活動の充実を図っ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，地域の素材や教

育力（歴史や自然，文化，

人材等）を生かし，教育活

動の充実を図っている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

① 特認校としての特色ある教育活動

を学校経営の軸として教育課程に位

置付け，学校と家庭・地域の双方向的

な関係としての「地域とともにある学

校」を実践する。 

② 生活科や社会科・総合的な学習の時

間などの年間指導計画を見直すと共

に学校行事との関連を図りながら，地

域の素材や教育力を生かした学習活

動を意図的・系統的に取り入れる。 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 82.8% 

教職員の肯定的回答 94.7% 

 

【次年度の方針】 

① 特認校としての特色ある教育活動を学

校経営の軸として教育課程に位置付け，

学校と家庭・地域の双方向的な関係とし

ての「地域とともにある学校」を実践す

る。 

② 生活科や社会科・総合的な学習の時間

など，地域の素材や教育力を生かした学

習活動を意図的・系統的に取り入れる。 

 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

80％以上の肯定的な回答を得た項目は，児童評価 22／22，保護者評価 20／21，地域住民評価 13／13，教職員評

価 27／27であり，全体として学校教育に対する満足度及び達成度は高い。 

課題であった「あいさつ」については，本年度も感染症対策をしながら，ペア学年で昇降口や各教室でのあいさ

つ運動を実施し, 校内放送で挨拶のよさを紹介したり，上手に挨拶ができた児童を称賛したりするなど，挨拶を

しようという気持ちを育てるようにした。本年度は，小中連携でのあいさつ運動も実施でき，児童・保護者・地域

住民・教職員全てで市の平均を上回った。今後も教職員・保護者・地域の方々が連携し，挨拶の模範を児童に見

せ，意識の高揚を図りたい。 

また，「目標に向かって粘り強く取り組んでいる」の項目では，教職員，保護者，児童が昨年度より，市平均よ

り上回っており，日頃から夢や目標に向かって努力することの大切さについて指導を積み重ねてきた結果が表れ

てきたと言える。「学校は活気があり，明るい雰囲気である」の項目も保護者・地域が 100％，児童回答も市を上

回った。本年度もミニ学習発表会や夢育劇場など，学校生活が充実したものになるように，コロナ感染症対策をし

て開催方法等を工夫して取り組むことができたので，今後も保護者・地域の皆様のご協力をいただきながら児童

の学びを広げ深められるように努力したい。 

○「小中一貫教育・地域学校園」の取組に関しては，児童回答が昨年度より上回った。「地域学校園統一お弁当の

日」や「小中合同あいさつ運動」，中学校の先生による「乗り入れ授業」等の活動を実施し，小中のつながりを感

じることができた。次年度も中学校と連携して児童生徒を育んでいきたい。 

「学校は安全に配慮した環境づくりに努めている」の項目では，保護者・地域の方々から市を上回る回答をいた

だいた。来年度も安心安全な環境づくりに努め，小規模特認校としての教育活動を一層充実させ，教職員一丸とな

って指導に当たっていきたい。 

                                             

 



７ 学校関係者評価 

・すべてが 80％以上の肯定的回答であることは素晴らしい結果で，先生方のご指導が成果に繋がっていると感じている。 

・コロナ禍の中でも，教職員が工夫して毎日の活動や行事等を最大限に実施していることが素晴らしい。 

・「あいさつ」への具体的な取組がいい。「あいさつをしよう」だけでは，なかなか進歩しない。マスク越しなので表情は見

られないが，声のトーンで「この子は笑顔」という子が増えてきた気がする。保護者の数値が昨年より上昇しており，保護

者の満足度上昇につながることを願う。 

・安全に配慮した環境づくりもしっかり実施されていたことが伺える。保護者が安心して子供を通わせられる学校であるこ

とは大切である。 

・子供のうちから目標をもち努力することを覚えさせてほしい。「宿題をきちんとする」「ルールを守る」ことを小学生のう

ちにしっかり身に付けさせ，自分の考えを人前で発表させ自覚をもたせてほしい。今の子供に必要なのは，自立する力，社

会性だと思う。 

・いじめや不登校問題は，正解がないから対応が非常に難しい。社会性を学ぶには学校は必要不可欠。先生方がアンテナを

立て，おかしいと思ったら早期対応，情報共有がカギを握ると考える。 

・コロナ禍で以前のように学校活動を行っていくのは難しい教育現場だと思うが，「安全に配慮した環境づくり」「子どもた

ち第一」の運営を今後も継続してほしい。 

・ミニ学習発表会や夢育劇場など，児童が学んだことをしっかりと表す場があり，それを保護者の皆さんが温かく見守って

いる姿に感動した。以前のように地域の方も招いて盛大に実施できる日がくることを望んでいる。 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

学校関係者評価では，多くの項目で肯定的回答が市の平均や昨年度の数値を上回ったことを，コロナ禍の中でも工夫しな

がら指導を続けてきた成果として受け止めていただいた。「あいさつ」や「思いやりの心」においても，地域と関わりなが

ら，多くの目で見守り育てていることが，結果となって実を結んでいるので，引き続き取り組んでいく。 

今後も教職員の日々の指導や地道な創意工夫を継続し，本校の特色である「地域とともにある学校」の一環として，板戸

河岸や鬼怒川を核として地域の教育資源を活用した教育活動を地域と学校が連携しながら推進していく。次年度は，「GIGA

スクール構想」２年目であるので，必要な ICT 環境を整え，それらを適切に活用した学習活動の充実，情報活用能力の育成

を図り，教師の ICT 活用指導力等の向上や確かな学力が身に付く授業づくりに努めていく。 

 

 


